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第
60
回
東
京
都
農
業
委
員
会
・
農
業
者
大
会
開
く

て
「
東
京
農
業
の
確

立
に
関
す
る
要
望
」

な
ら
び
に
「
都
市
農

業
の
振
興
と
都
市
農

地
保
全
に
関
す
る
要

望
」
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
重
点

的
に
取
り
組
む
べ
き

活
動
を
申
し
合
わ
せ

　

都
農
業
会
議
と
農
業
委
員
会
地

区
協
議
会
・
連
合
会
は
２
月
22
日

（
金
）
に
「
第
60
回
東
京
都
農
業

委
員
会
・
農
業
者
大
会
」
を
昭
島

市
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
ホ
ー
ル
に
お
い

て
開
き
、
都
内
の
農
業
委
員
や
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
、
農
業

経
営
者
な
ど
約
８
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
し
た

農
業
会
議
の
青
山
会
長
は
、
農
業

委
員
会
系
統
組
織
の
活
動
が
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
と
し

て
、
農
地
の
保
全
と
利
用
促
進
に

向
け
た
積
極
的
な
活
動
を
提
起
し

ま
し
た
。

　

大
会
に
は
都
や
都
議
会
、
関
係

組
織
か
ら
来
賓
が
多
数
出
席
し
ま

し
た
。
都
を
代
表
し
て
祝
辞
を
述

べ
た
小
池
都
知
事
は
、
２
０
２
０

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
へ
の
農
産
物
の
提
供
な

ど
協
力
を
呼
び
か
け
、
都
と
し
て

も
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
な
ど
へ
の
支
援
を

充
実
さ
せ
て
い
く
と
話
し
ま
し
た
。

　

協
議
で
は
、
国
へ
の
要
望
と
し

る
「
農
業
委
員
会
活
動
の
積
極
的

推
進
に
関
す
る
決
議
」
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
（
要
望
は
３
ペ
ー
ジ
、

決
議
は
２
ペ
ー
ジ
に
要
旨
を
掲

載
）
。

　

後
半
は
記
念
行
事
と
し
て
、
第

58
回
企
業
的
農
業
経
営
の
顕
彰
、

第
38
回
農
業
後
継
者
の
顕
彰
、
第

45
回
農
業
委
員
会
等
功
労
者
の
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
そ
れ
ぞ
れ

の
受
賞
者
は
４
ペ
ー
ジ
に
紹
介
）
。

 
 

都
農
業
会
議
は
３
月
19
日
に
中

野
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
第
１
２
４
回
通

常
総
会
を
開
き
、
２
０
１
８
年
度

収
支
予
算
の
補
正
、
２
０
１
９
年

度
に
お
け
る
事
業
計
画
お
よ
び
収

支
予
算
、
会
費
の
金
額
、
納
入
の

時
期
お
よ
び
方
法
、
借
入
金
最
高

限
度
額
お
よ
び
預
入
先
金
融
機
関

の
６
議
案
を
提
案
し
承
認
可
決
す

る
と
と
も
に
、
農
業
委
員
会
法
第

53
条
に
基
づ
く
「
２
０
２
０
年
度

東
京
都
農
業
施
策
に
関
す
る
意

見
」
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

協
議
事
項
で
は
大
会
決
議
に
基

づ
く
「
２
０
１
９
年
度
農
業
委
員

会
活
動
推
進
要
領
」（
２
面
）
を
決

定
す
る
と
と
も
に
、
当
面
の
農
政

問
題
で
は
農
地
中
間
管
理
事
業
法

改
正
の
動
向
や
新
し
い
都
市
農
地

制
度
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

平
成
31
年
度
事
業
計
画
・
予
算

　

東
京
都
農
業
施
策
に
関
す
る
意
見
な
ど
決
定

第
１
２
４
回
東
京
都
農
業
会
議
通
常
総
会

主催者あいさつをする青山会長

事業計画や予算などを協議した

農業委員・農地利用最適化推進委員
など８００人が参加した

あ　

ぜ　

み　

ち

　

商
品
と
な
る
農
産
物
を
生

産
す
る
農
業
者
の
話
は
、
聞

い
て
い
て
楽
し
く
て
仕
方
が

な
い
◆
ま
ず
語
る
時
の
目
が

違
う
。
節
く
れ
立
っ
た
手
と

身
振
り
が
隠
し
味
と
な
り
「
あ

の
な
」「
そ
れ
で
な
」
と
始
ま

る
話
に
花
を
添
え
る
◆
「
野

菜
は
足
音
を
聞
い
て
育
つ
」

「
畑
に
は
癖
が
あ
る
」「
わ
が

家
で
作
っ
て
は
い
け
な
い
野

菜
、
作
ら
な
く
て
は
い
け
な

い
野
菜
が
あ
る
」
な
ど
な
ど

◆
品
評
会
に
出
品
さ
れ
た
優

等
生
の
３
本
の
ダ
イ
コ
ン
の

影
に
は
、
納
屋
に
う
ず
た
か

く
積
ま
れ
た
普
通
の
ダ
イ
コ

ン
が
あ
る
と
い
う
話
に
は
涙

が
出
る
◆
イ
チ
ロ
ー
が
引
退

し
た
。
飽
く
な
き
技
術
の
探

求
と
徹
底
し
た
体
の
管
理
で

４
３
６
７
本
の
安
打
を
重
ね

た
◆
自
己
の
道
を
極
め
る
と

い
う
点
に
お
い
て
イ
チ
ロ
ー

も
プ
ロ
農
業
者
も
同
様
だ
。

爪
の
垢
を
煎
じ
て
飲
ん
で
も

足
下
に
も
お
よ
ば
な
い
◆
誰

し
も
が
衰
え
る
。
だ
が
良
い

農
産
物
を
作
り
た
い
と
い
う

気
持
ち
は
永
久
に
持
つ
こ
と

が
で
き
る

小池東京都知事は農業者に２０２０東京
オリンピック・パラリンピックへの協力
を呼びかけた

東
京
都
農
業
会
議
情
報

渋
谷
区
代
々
木
２
―
10
―
12

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

０
３
―
３
３
７
０
―
７
１
４
６

編
集
及
び
発
行　

東
京
都
農
業
会
議

第
３
６
９
号　

平
成
31
年
３
月



平成３１年３月２９日 第３６９号　　（2）東 京 都 農 業 会 議 情 報

　

第
60
回
農
業
委
員
会
・
農
業
者

大
会
に
お
い
て
「
農
業
委
員
会
活

動
の
積
極
的
推
進
に
関
す
る
決

議
」
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

本
決
議
は
、
農
業
委
員
会
の
さ

ら
な
る
積
極
的
な
活
動
に
向
け
決

定
し
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
本
決
議
を
も
と
に
、
通

常
総
会
に
お
い
て
「
２
０
１
９
年

度
農
業
委
員
会
活
動
推
進
要
領
」

を
決
定
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
左
記
の
と
お
り
。

農
業
委
員
会
活
動
の
積
極
的
推
進

に
関
す
る
決
議
（
趣
旨
）

　

都
内
の
生
産
緑
地
は
、
全
面
積

の
８
割
以
上
が
２
０
２
２
年
に
指

定
告
示
よ
り
30
年
目
を
迎
え
、
特

定
生
産
緑
地
制
度
は
、
指
定
告
示

よ
り
30
年
を
経
過
す
る
と
指
定
が

で
き
な
い
制
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

生
産
緑
地
の
あ
る
区
市
農
業
委
員

会
で
は
「
特
定
生
産
緑
地
制
度
を

知
ら
な
い
と
い
う
生
産
緑
地
所
有

者
を
ひ
と
り
も
つ
く
ら
な
い
」
活

動
を
進
め
、
あ
わ
せ
て
新
た
な
制

度
で
あ
る
都
市
農
地
貸
借
円
滑
化

法
等
の
周
知
を
は
か
る
。

　

市
街
化
区
域
以
外
に
お
い
て

は
、
制
度
改
正
に
よ
り
、
農
地
中

間
管
理
事
業
の
対
象
地
域
の
拡
大

が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
所
有
者
不

明
農
地
の
貸
借
が
可
能
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
農
地
制
度
の
一
層
の

周
知
と
活
用
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
１
９
年
度
農
業
委
員
会
活
動

推
進
要
領
（
要
旨
）

◆
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
を
推

進
す
る
活
動

　

改
正
農
委
会
法
に
位
置
づ
け
ら

れ
た
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
を

推
進
す
る
活
動
に
全
農
委
会
で
取

り
組
む
。
本
活
動
を
進
め
る
に
あ

た
り
農
委
会
は
具
体
的
な
取
り
組

み
の
目
標
を
定
め
、
組
織
活
動
お

よ
び
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
に
よ
る
地
域
活
動
を

進
め
る
。

①
農
地
利
用
状
況
調
査
の
効
果
的

　

な
実
施

　

農
業
委
員
お
よ
び
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
は
、
地
域
の
農
地

の
状
況
を
把
握
し
、
管
理
不
十
分

な
農
地
に
つ
い
て
は
そ
の
要
因
を

確
認
し
、
利
用
促
進
に
向
け
た
活

動
に
取
り
組
む
。

②
改
正
生
産
緑
地
法
等
へ
の
対
応

　

を
は
か
る
（
市
街
化
区
域
）

③
農
地
あ
っ
旋
・
利
用
促
進
活
動

　

に
取
組
む
（
市
街
化
区
域
以
外
）

 
 

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
を
推

進
す
る
た
め
、
認
定
農
業
者
や
認

農
業
委
員
会
活
動
の
積
極
的
推
進
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
す
る
決
議
要
旨　

定
就
農
者
を
は
じ
め
と
す
る
担
い

手
お
よ
び
新
規
就
農
希
望
者
等
に

農
地
を
積
極
的
に
あ
っ
旋
し
、
農

業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
お
よ
び

農
地
中
間
管
理
事
業
法
に
よ
る
権

利
設
定
を
進
め
、
農
地
の
利
用
促

進
を
は
か
る
。

１
．
重
点
活
動

①
「
特
定
生
産
緑
地
制
度
を
知
ら

　

な
い
と
い
う
生
産
緑
地
所
有
者

　

を
ひ
と
り
も
つ
く
ら
な
い
」
活

　

動
を
進
め
る

②
情
報
活
動
の
推
進

　

２
０
１
９
年
度
は
、
特
定
生
産

緑
地
制
度
の
み
な
ら
ず
都
市
農
地

貸
借
円
滑
化
法
等
の
周
知
と
理
解

を
進
め
て
い
く
活
動
が
不
可
欠
で

あ
り
、
市
街
化
区
域
以
外
で
は
農

地
流
動
化
の
制
度
を
よ
り
一
層
浸

透
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
制
度
説
明
会
お
よ

び
座
談
会
、
農
業
委
員
会
だ
よ
り

等
に
よ
る
情
報
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
む
。

③
農
業
者
の
意
見
集
約
と
関
係
行

　

政
機
関
等
へ
の
意
見
の
提
出

　

農
業
委
員
会
法
38
条
に
規
定
す

る
意
見
提
出
活
動
の
重
要
性
を
鑑

み
、
農
業
者
の
意
見
を
集
約
し
、

行
政
機
関
等
に
対
し
て
積
極
的
に

意
見
の
提
出
を
行
う
。

２
．
統
一
活
動 

◆
農
業
委
員
会
組
織
活
動

　

農
業
委
員
会
に
よ
る
担
い
手
の

第
10
回
常
設
審
議
委
員
会

 

１
月
17
日
南
新
宿
ビ
ル
に
て

開
催
し
①
12
月
の
転
用
許
可

状
況
②
中
間
管
理
機
構
事
業

の
状
況
③
農
地
保
全
・
利
用

促
進
対
策
に
つ
い
て
報
告
協

議
し
た
。

理
事
会

 

２
月
14
日
南
新
宿
ビ
ル
に
て

開
催
し
、
第
１
２
４
回
通
常

総
会
の
開
催
日
時
・
場
所
お

よ
び
提
出
す
る
７
議
案
を
決

定
し
た
。

第
11
回
常
設
審
議
委
員
会

 

理
事
会
後
開
催
し
①
農
地
法

第
５
条
の
農
委
会
会
長
諮
問

案
件
を
決
定
。
②
１
月
の
転

用
許
可
状
況
の
報
告
、
③
農

業
委
員
・
推
進
委
員
活
動
記

録
推
進
要
領
を
決
定
し
た
。

理
事
会

　

３
月
19
日
第
１
２
４
回
通

常
総
会
に
続
き
開
催
し
①
参

与
の
委
嘱
②
記
念
冊
子
の
作

成
に
つ
い
て
決
定
し
た
。

第
12
回
常
設
審
議
委
員
会

　

理
事
会
に
続
き
開
催
し
①

２
月
の
転
用
許
可
状
況
を
報

告
し
②
中
間
管
理
機
構
事
業

方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

理
事
会
・
常
設
審
議
委
員
会
だ
よ
り

育
成
や
農
業
経
営
支
援
、
な
ら
び

に
農
業
と
市
民
と
の
架
け
橋
活
動

等
が
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の

推
進
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
左

記
の
活
動
に
つ
い
て
農
業
委
員
会

組
織
活
動
と
し
て
取
り
組
む
。

①
担
い
手
の
育
成
と
農
業
経
営
支

　

援
活
動
（
項
目
）

 
 

農
業
経
営
・
農
地
利
用
計
画
作

成
運
動
の
推
進

 
 

認
定
農
業
者
制
度
の
推
進
お
よ

び
支
援
活
動

　

農
業
経
営
支
援
活
動
の
実
施

　

家
族
経
営
協
定
の
推
進

 
 

農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
活
動

②
農
業
と
市
民
と
の
架
け
橋
活
動

　

市
民
や
教
育
・
福
祉
と
連
携
し

た
活
動
に
取
り
組
む
。

◆
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
日
常
活
動
（
項
目
）

　

農
業
委
員
お
よ
び
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
地
域
活
動
が
組

織
の
原
動
力
と
な
る
こ
と
か
ら
、

日
常
活
動
に
お
い
て
地
域
を
見
回

り
行
動
し
記
録
す
る
左
記
の
活
動

等
に
取
り
組
む
。

①
地
域
の
農
地
の
肥
培
管
理
と
利

　

用
促
進

②
活
動
記
録
カ
ー
ド
の
積
極
的
活
用

③
地
域
の
農
業
者
の
支
援
活
動

④
地
域
農
業
の
確
立
に
向
け
た
連

　

携
活
動

⑤
情
報
収
集
・
情
報
発
信
活
動
の

　

推
進



 平成３１年３月２９日 東 京 都 農 業 会 議 情 報（3）　　第３６９号

　

第
60
回
東
京
都
農
業
委
員
会
・

農
業
者
大
会
で
決
定
し
た
国
へ

の
要
望
（
「
東
京
農
業
の
確
立
に

関
す
る
要
望
」
・
「
都
市
農
業
の

振
興
と
都
市
農
地
保
全
に
関
す

る
要
望
」
）
な
ら
び
に
、
都
農
業

会
議
の
第
１
２
４
回
通
常
総
会

で
決
定
し
た
「
２
０
２
０
年
度

東
京
都
農
業
施
策
に
関
す
る
意

見
」
の
要
約
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。

国
へ
の
要
望
Ⅰ

東
京
農
業
の
確
立
に
関
す
る
要

望１
．
農
家
の
所
得
確
保
と
担
い

手
の
育
成
・
支
援
対
策
の
確
立

(1) 

所
得
確
保
対
策
の
確
立

(2) 

認
定
農
業
者
の
支
援

(3) 

農
業
後
継
者
の
育
成
・
支
援

(4) 

農
業
改
良
普
及
事
業
の
強
化

２
．
地
域
農
業
の
振
興

(1) 

農
業
振
興
地
域
の
支
援

(2) 

山
村
・
離
島
振
興

(3) 

小
規
模
な
基
盤
整
備
の
推
進

(4) 

農
地
譲
渡
特
例
措
置
の
対
象

地
域
の
拡
大
と
控
除
額
の
増
額

３
．
国
内
産
業
と
国
民
の
暮
ら

し
を
守
る
国
際
交
渉

４
．
畜
産
経
営
に
対
す
る
支
援

(1) 

畜
産
経
営
へ
の
支
援
の
強
化

(2) 

畜
舎
用
地
を
農
地
扱
い
と
す

る
農
地
法
改
正

５
．
食
の
安
全
・
安
心
の
確
保

と
地
産
地
消
の
促
進

(1) 

地
産
地
消
の
推
進

(2) 

東
京
農
業
の
魅
力
の
発
信

(3) 

適
正
な
農
産
物
価
格
形
成

(4) 

学
校
教
育
と
の
連
携
の
促
進

６
．
有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化

７
．
動
植
物
防
疫
体
制
の
強
化

(1) 

ウ
メ
輪
紋
ウ
イ
ル
ス
対
策

(2) 

家
畜
の
防
疫
体
制
の
強
化

８
．
税
制
等
に
関
す
る
要
望

(1) 

消
費
税
免
税
事
業
者
が
不
利

に
な
ら
な
い
た
め
の
措
置

(2) 

青
色
申
告
控
除
額
引
き
上
げ

９
．
農
業
委
員
会
組
織
の
強
化

10
．
物
納
農
地
の
管
理
徹
底

11
．
国
有
農
地
の
早
期
解
消

国
へ
の
要
望
Ⅱ

都
市
農
業
の
振
興
と
都
市
農
地

保
全
に
関
す
る
要
望

１
．
都
市
農
業
振
興
基
本
計
画

の
具
体
化

２
．
担
い
手
の
確
保
・
支
援

(1) 

都
市
農
業
を
担
う
農
業
者
の

確
保
と
経
営
確
立
対
策
の
強
化

３
．
制
度
・
税
制
の
整
備

(1) 

生
産
緑
地
法
・
相
続
税
等
納

税
猶
予
制
度
の
基
本
堅
持

(2) 

施
設
等
を
認
め
る
措
置

(3) 

相
続
税
等
納
税
猶
予
制
度
の

一
部
免
除
規
定
の
創
設

(4) 

収
用
等
に
よ
る
譲
渡
の
際
の

利
子
税
軽
減
措
置
の
恒
常
化

(5) 

生
前
に
農
地
の
一
部
分
を
贈

与
す
る
制
度
の
創
設

(6) 

収
用
の
譲
渡
所
得
税
の
改
正

(7) 

低
利
融
資
の
対
象
の
拡
大

４
．
改
正
生
産
緑
地
制
度
へ
の

対
応
と
都
市
農
地
保
全
対
策
の

強
化

(1) 

生
産
緑
地
買
取
り
へ
の
支
援

(2) 

30
年
経
過
後
に
も
指
定
を
可

能
に
す
る
制
度
改
正

(3) 

生
産
緑
地
を
購
入
し
た
場
合

の
税
制
の
特
例

(4) 

あ
っ
せ
ん
開
始
時
期
見
直
し

(5) 

営
農
環
境
の
悪
化
に
対
応
し

た
生
産
緑
地
地
区
指
定
の
変
更

５
．
相
続
財
産
評
価
の
適
正
化

(1) 

物
納
を
認
め
る
制
度
改
善

(2) 
小
規
模
宅
地
等
特
例
の
拡
充

(3) 
農
地
所
有
適
格
法
人
が
取
得

す
る
農
地
評
価
の
適
正
化

６
．
都
市
住
民
と
共
生
す
る
農

業
経
営
へ
の
支
援
強
化
と
体
制

整
備

(1) 

都
市
農
業
の
課
題
へ
の
支
援

(2) 

防
災
機
能
強
化
へ
の
支
援

(3) 

環
境
に
配
慮
し
た
農
業
推
進

(4) 

給
食
の
地
場
産
利
用
の
促
進

(5) 

食
農
教
育
の
推
進

(6) 

農
地
が
無
い
地
域
に
お
け
る

農
産
物
の
販
売
促
進

(7) 

６
次
産
業
化
や
農
商
工
連
携

(8) 

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

７
．
農
業
委
員
会
の
組
織
強
化

２
０
２
０
年
度
東
京
都
農
業
施

策
に
関
す
る
意
見

１
．
多
様
な
担
い
手
の
確
保

(1) 

認
定
農
業
者
へ
の
支
援
強
化

(2) 

農
業
後
継
者
の
確
保
対
策

(3) 

新
規
就
農
者
へ
の
支
援
強
化

(4) 

認
定
農
業
者
を
目
指
す
農
家

に
対
す
る
支
援
施
策
の
確
立

(5) 

女
性
農
業
者
の
育
成
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築

(6) 

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

２
．
担
い
手
の
経
営
力
強
化
支

援(1) 

補
助
事
業
の
拡
充
と
要
件
等

の
見
直
し

(2) 

農
業
改
良
普
及
事
業
の
強
化

(3) 

畜
産
経
営
の
支
援

(4) 

花
・
植
木
の
需
要
の
創
出

(5) 

６
次
産
業
化
や
農
商
工
連
携

３
．
地
域
の
特
色
を
い
か
し
た

農
業
の
支
援

(1) 

農
業
振
興
地
域
に
対
す
る
独

自
支
援
策
の
構
築

(2) 

島
し
ょ
農
業
の
振
興

(3) 

基
盤
整
備
の
促
進

４
．
都
市
農
地
の
保
全

(1) 

生
産
緑
地
制
度
の
啓
発
に
向

け
た
取
組
と
体
制
の
強
化

(2) 

都
市
農
地
の
確
保

(3) 
生
産
緑
地
の
貸
借
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
の
事
業
の
創
設

(4) 

都
市
環
境
に
適
応
す
る
た
め

の
基
盤
整
備
事
業
の
強
化

(5) 

防
災
に
資
す
る
農
業
用
施
設

等
の
整
備
に
対
す
る
支
援

５
．
農
地
の
遊
休
化
を
防
止
す

る
対
策
の
確
立

(1) 

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
と
解

消
の
支
援

(2) 

物
納
農
地
等
の
管
理
改
善

６
．
東
京
産
農
産
物
の
魅
力
の

発
信
と
需
要
の
開
拓

(1) 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
た
東
京
産

農
産
物
の
需
要
の
開
拓

(2) 

安
全
・
安
心
な
食
料
の
供
給

７
．
都
民
の
期
待
に
応
え
、
と

も
に
育
て
る
農
業
の
推
進

(1) 

環
境
保
全
型
農
業
へ
の
支
援

(2) 

優
良
堆
肥
の
確
保

(3) 

学
校
給
食
に
お
け
る
地
場
産

農
産
物
利
用
の
促
進

(4) 

食
農
教
育
の
推
進

(5) 

農
地
が
無
い
地
域
に
お
け
る

都
内
産
農
産
物
の
販
売
促
進

８
．
防
疫
体
制
等
の
強
化

(1) 

ウ
メ
輪
紋
ウ
イ
ル
ス
対
策

(2) 

家
畜
の
防
疫
体
制
の
強
化

９
．
有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化

10
．
農
業
委
員
会
系
統
組
織
の

支
援
強
化

　

な
お
、
要
望
や
意
見
の
全
文

は
東
京
都
農
業
会
議
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
k
a
i
g
i
.
c
o
m
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）

東

京

農

業

の

確

立

に

関

す

る

要

望

都
市
農
業
の
振
興
と
都
市
農
地
保
全
に
関
す
る
要
望

東

京

都

農

業

施

策

に

関

す

る

意

見
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受
賞
者
芳
名
（
敬
称
略
）

第
58
回
企
業
的
農
業
経
営
顕
彰

受
賞
者

１
．
東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞

野
菜
部
門
＝
荻
野
顕
治
（
世
田

谷
区
）
▼
福
田
賢
一
郎
（
世
田

谷
区
）
▼
安
藤
初
雄
（
杉
並
区
）

▼
木
村
博
之
（
板
橋
区
）
▼
榎

本
多
良
・
悦
子
（
練
馬
区
）
▼

穂
戸
田
稔
（
葛
飾
区
）
▼
浅
岡

博
行
・
康
子
（
江
戸
川
区
）
▼

平
川
幸
志
郎
・
あ
か
ね
（
大
田
区
）

▼
村
野
正
（
福
生
市
）
▼
門
倉

義
則
（
八
王
子
市
）
▼
石
川
雅
千
・

美
保
（
町
田
市
）
▼
鈴
木
晴
雄
・

恵
利
子
（
日
野
市
）
▼
上
原
健
次
・

文
枝
（
稲
城
市
）
▼
鈴
木
良
平
（
立

川
市
）
▼
指
田
守
昭
（
昭
島
市
）

▼
石
森
教
靖
（
調
布
市
）
▼
井

上
雅
義
（
調
布
市
）
▼
横
山
喜

和
（
小
金
井
市
）
▼
小
野
義
雄
・

久
枝
（
小
平
市
）
▼
宮
寺
宏
志
・

幸
代
（
小
平
市
）
▼
神
山
文
夫
・

房
子
（
国
分
寺
市
）
▼
冨
岡
誠

一
（
西
東
京
市
）
▼
栗
原
繁
・

静
枝
（
狛
江
市
）
▼
岩
田
高
雄
・

裕
子
（
東
大
和
市
）
▼
坂
間
勝
（
清

瀬
市
）
▼
篠
宮
泰
則
（
東
久
留

米
市
）
▼
千
葉
英
彬
・
ケ
イ
子
（
八

丈
町
）

花
き
部
門
＝
榎
本
守
伸
・
雅
予

（
足
立
区
）
▼
中
島
浩
志
・
映
代

（
羽
村
市
）

植
木
部
門
＝
浦
野
隆
司
（
世
田

谷
区
）
▼
岩
渕
仁
司
・
惠
子
（
小

平
市
）

果
樹
部
門
＝
内
藤
隆
（
杉
並
区
）

▼
長
坂
賢
克
・
雅
子
（
稲
城
市
）

▼
岡
本
泰
一
（
三
鷹
市
）

特
用
作
物
部
門
＝
栗
原
宏
二
（
瑞

穂
町
）

畜
産
部
門
＝
福
嶋
誠
一
郎
（
日

の
出
町
）

複
合
部
門
＝
橋
本
和
夫
（
あ
き

る
野
市
）
▼
榎
本
功
（
武
蔵
野
市
）

▼
松
村
一
夫
（
府
中
市
）

集
団
活
動
の
部
＝
三
鷹
市
畜
産

研
究
会
（
三
鷹
市
）

２
．
東
京
都
産
業
労
働
局
長
賞

野
菜
部
門
＝
鈴
木
晴
雄
・
恵
利

子
（
日
野
市
）
▼
鈴
木
良
平
（
立

川
市
）
▼
石
森
教
靖
（
調
布
市
）

植
木
部
門
＝
浦
野
隆
司
（
世
田

谷
区
）

複
合
部
門
＝
橋
本
和
夫
（
あ
き

る
野
市
）
▼
榎
本
功
（
武
蔵
野
市
）

▼
松
村
一
夫
（
府
中
市
）

集
団
活
動
の
部
＝
三
鷹
市
畜
産

研
究
会
（
三
鷹
市
）

３
．
全
国
農
業
会
議
所
会
長
賞

野
菜
部
門
＝
穂
戸
田
稔
（
葛
飾

区
）
▼
浅
岡
博
行
・
康
子
（
江

戸
川
区
）
▼
平
川
幸
志
郎
・
あ

か
ね
（
大
田
区
）
▼
村
野
正
（
福

生
市
）
▼
門
倉
義
則
（
八
王
子
市
）

▼
上
原
健
次
・
文
枝
（
稲
城
市
）

▼
指
田
守
昭
（
昭
島
市
）
▼
井

上
雅
義
（
調
布
市
）
▼
冨
岡
誠

一
（
西
東
京
市
）

果
樹
部
門
＝
内
藤
隆
（
杉
並
区
）

特
用
作
物
部
門
＝
栗
原
宏
二
（
瑞

穂
町
）

畜
産
部
門
＝
福
嶋
誠
一
郎
（
日
の

出
町
）

４
．
東
京
都
知
事
賞

野
菜
部
門
＝
横
山
喜
和
（
小
金
井

市
）
▼
小
野
義
雄
・
久
枝
（
小
平

市
）
▼
岩
田
高
雄
・
裕
子
（
東
大

和
市
）
▼
坂
間
勝
（
清
瀬
市
）
▼

篠
宮
泰
則
（
東
久
留
米
市
）
▼
千

葉
英
彬
・
ケ
イ
子
（
八
丈
町
）

花
き
部
門
＝
榎
本
守
伸
・
雅
予
（
足

立
区
）

果
樹
部
門
＝
▼
長
坂
賢
克
・
雅
子

（
稲
城
市
）

第
38
回
農
業
後
継
者
顕
彰
受
賞
者

１
．
東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞

　

山
下
武
志
（
練
馬
区
）
▼
門
倉

周
史
（
江
戸
川
区
）
▼
森
田
藤
紀

（
瑞
穂
町
）
▼
馬
場
貴
之
（
日
の

出
町
）
▼
平
智
之
（
八
王
子
市
）

▼
井
上
健
史
（
町
田
市
）
▼
山
下

潤
一
（
町
田
市
）
▼
太
田
盛
久
（
多

摩
市
）
▼
川
﨑
達
郎
（
稲
城
市
）

▼
川
野
将
宏
・
麻
衣
（
立
川
市
）

▼
坂
本
涼
平
（
武
蔵
野
市
）
▼
板

𣘺
竜
一
（
三
鷹
市
）
▼
吉
野
均
・

麻
衣
子
（
三
鷹
市
）
▼
澤
井
政
善

（
府
中
市
）
▼
井
上
泰
男
（
昭
島

市
）
▼
荒
井
俊
一
（
調
布
市
）
▼

田
中
秀
和
（
調
布
市
）
▼
川
村
武

司
・
あ
ず
さ
（
小
平
市
）
▼
丹
生

秀
樹
（
小
平
市
）
▼
志
村
浩
之
・

奈
穂
子
（
東
村
山
市
）
▼
間
野
暁

人
（
東
村
山
市
）
▼
田
倉
輝
久
（
国

分
寺
市
）
▼
三
上
訓
弘
（
国
分
寺

市
）
▼
遠
藤
充
・
嘉
（
国
立
市
）

▼
矢
ケ
崎
泰
幸
（
西
東
京
市
）
▼

小
川
憲
一
郎
（
狛
江
市
）
▼
髙
橋

秀
明
（
清
瀬
市
）
▼
横
山
和
子
（
東

久
留
米
市
）

２
．
全
国
農
業
会
議
所
会
長
賞

　

山
下
武
志
（
練
馬
区
）
▼
馬
場

貴
之
（
日
の
出
町
）
▼
平
智
之
（
八

王
子
市
）
▼
井
上
健
史
（
町
田
市
）

▼
山
下
潤
一
（
町
田
市
）
▼
志
村

浩
之
・
奈
穂
子
（
東
村
山
市
）
▼

三
上
訓
弘
（
国
分
寺
市
）
▼
遠
藤

充
・
嘉
（
国
立
市
）
▼
髙
橋
秀
明

（
清
瀬
市
）

３
．
東
京
都
知
事
賞

　

門
倉
周
史
（
江
戸
川
区
）
▼
澤

井
政
善
（
府
中
市
）
▼
荒
井
俊
一

（
調
布
市
）
▼
川
村
武
司
・
あ
ず

さ
（
小
平
市
）
▼
小
川
憲
一
郎
（
狛

江
市
）
▼
横
山
和
子
（
東
久
留
米

市
）

　
第
45
回
農
業
委
員
会
等
功
労
者
表

彰
者

１
．
東
京
都
農
業
会
議
会
長
表
彰

農
業
委
員
会
長
＝
吉
川
庄
衞
（
町

田
市
）

農
業
委
員
＝
山
下
譽
（
八
丈
町)

２
．
農
業
功
労
者
感
謝
状

農
業
功
労
者
＝
粕
谷
久
義
（
世
田

谷
区
）
▼
木
下
克
博
（
杉
並
区
）

▼
稲
垣
和
男
（
板
橋
区
）
▼
篠
田

一
雄
（
練
馬
区
）
▼
中
田
文
雄
（
足

立
区
）
▼
志
田
實
（
葛
飾
区
）
▼

中
代
幸
一
（
江
戸
川
区
）
▼
岡
田

音
次
郎
（
目
黒
区
）
▼
須
崎
昭
（
青

梅
市
）
▼
石
川
篤
之
（
福
生
市
）

▼
網
代
賢
治
郎
（
あ
き
る
野
市
）

▼
新
井
光
（
羽
村
市
）
▼
吉
岡
康

（
瑞
穂
町
）
▼
原
島
英
夫
（
日
の

出
町
）
▼
馬
場
信
幸
（
八
王
子
市
）

▼
馬
場
弘
明
（
日
野
市
）
▼
増
田

米
次
郎
（
多
摩
市
）
▼
須
﨑
雅
義

（
立
川
市
）
▼
髙
橋
健
一
（
武
蔵

野
市
）
▼
淺
野
文
雄
（
三
鷹
市
）

▼
内
海
善
行
（
府
中
市
）
▼
大
野

豊
樹
（
昭
島
市
）
▼
谷
戸
一
郎
（
調

布
市
）
▼
杉
山
利
男
（
小
金
井
市
）

▼
竹
内
房
子
（
小
平
市
）
▼
大
久

保
正
利
（
東
村
山
市
）
▼
榎
戸
新

一
（
国
分
寺
市
）
▼
佐
藤
ハ
ツ
（
国

立
市
）
▼
濱
野
喜
美
江
（
西
東
京

市
）
▼
石
黑
實
（
狛
江
市
）
▼
峯

岸
芳
司
（
武
蔵
村
山
市
）
▼
竹
内

寅
雄
（
東
大
和
市
）
▼
田
中
新
一

（
清
瀬
市
）
▼
篠
宮
優
（
東
久
留

米
市
）

３
．
東
京
都
農
業
会
議
会
長
感
謝

状農
業
委
員
会
等
職
員
＝
河
野
裕
宣

（
世
田
谷
区
）
▼
池
田
明
子
（
世

田
谷
区
）
▼
出
口
耕
太
郎
（
江
戸

川
区
）
▼
英
晃
史
郎
（
青
梅
市
）

▼
西
川
和
延
（
武
蔵
野
市
）
▼
金

川
智
亜
樹
（
八
丈
町
）
▼
牛
島
康

博
（
小
笠
原
村
）
▼
安
藤
武
史
（
小

笠
原
村
）



 

平 成 ３１（２０１９）年 度  主 要 行 事 日 程  

                                           平成３１年３月８日現在 

  月 旬 農 業 会 議 会議等出席者・会場 そ の 他 

３１年

(2019)

  ４月 

中 

 

下 

農業委員会職員基礎研修会（12(金)） 

常設審議委員会（17(水)） 

都市農地制度基礎研修会（26(金)） 

職員          新宿 

常設審議委員    新宿 

職員        新宿 

全国情報会議(11(木)) 

 

 

   ５月 

 

 

 

 

 

中 

 

 

 

下 

会長職務代理者研究集会（15(水)） 

監査会（16(木)） 

理事会/常設審議委員会（17(金)） 

農業者年金担当者会議（22(水)） 

農地中間管理事業担当者会議/ 

農地貸借・新規就農担当者会議（23(木)） 

認定農業者等担い手支援会議/主任職員協議会（24(金)）

職務代理・職員     新宿 

監事        新宿 

理事/常設審議委員  新宿 

職員               新宿 

該当職員          新宿 

該当職員          新宿 

職員/職員          新宿 

 

 

都職研総会・役員会（24

(金)） 

島しょ協議会総会（27 

(月)） 

全国会長大会（27(月)）

   ６月 

  

 

 

 

 

 

上 

 

中 

下 

 

相続税納税猶予制度実務研究会（3(月)） 

生産緑地法制度研究会（10(月)） 

農業振興地域フォーラム（13(木)） 

通常総会/事業推進協議会（21(金)）/ 

常設審議委員会（21(金)） 

夏季地区別検討会（北南17(月)、北北24(月)、 

北西27(木)） 

職員              新宿 

職員               新宿 

該当委員･職員   未定 

普通会員/      

常設審議委員       新宿 

会長・職代・職員 

 

 

島しょ地区農業委員会・

農業者大会 

（13(木)～14(金)） 

 

東京都農業経営者クラブ

総会（14（金）） 武蔵境

   ７月 

 

 

 

 

 

上 

中 

 

 

下 

 

夏季地区別検討会（区1(月)、西3(水)、南5（金）） 

広報研究会（10(水)） 

理事会/常設審議委員会（17(水)） 

農地台帳システム研究会（19(金)） 

農地専門職員研修会（25(木)～26(金)） 

農業委員研修（区31(水)） 

会長・職代・職員 

担当委員・職員     新宿 

理事/常設審議委員  

職員                  

職員        新宿 

農業委員・職員 

 

 

 

 

 

 

  ８月 

 

 

 

 

 

 

 

上 

 

下 

 

 

 

 

農業委員・推進委員研修（南2（金）、西7(水) 

北8(木)府中） 

臨時総会/理事会（21(水)）/ 

常設審議委員会（21(水)） 

農地中間管理事業担当者会議（29(木)） 

農地貸借・新規就農担当者会議（29(木)） 

認定農業者等担い手支援会議（30(金)）/ 

主任職員協議会(30(金)） 

 

 

全

国

農

業

新

聞

普

及

月

間

 

 

 

 

農

地

管

理

・

流

動

化

推

進

月

間

 

 

農業委員･推進委員･職員 

 

普通会員/理事/ 

常設審議委員       

該当職員         新宿 

該当職員          

職員／           新宿 

職員             

 

 

 

 

 

 

都職研全体研究集会・役

員会（30(金)） 

  ９月 

 

 

上 

中 

下 

農業委員会職員現地研究会（13(金)） 

常設審議委員会（17(火)） 

農地部会長研究集会（26(木)） 

職員 

常設審議委員      新宿 

農地部会長・職員 

 

 

 

  １０月 

 

 

 

中 

 

 

下 

経営部会長研究集会（10(木)） 

常設審議委員会（17(木)） 

女性農業委員等研修会（18(金)） 

会長現地研究会（29(火)～30(水)：三重県） 

経営部会長・職員 

常設審議委員    新宿 

女性農業委員等・職員 

会長・職員 

農委会職員全国研究会 

（16(水)：大阪府） 

 

 

  １１月 

 

 

 

 

中 

 

下 

 

 

監査会（12(火)） 

事業推進協議会／常設審議委員会（18(月)） 

地区別職員検討会（島しょ19(火)） 

農業者年金制度推進研究会（20(水)） 

農業委員会活動推進フォーラム（29(金)） 

監事             新宿 

普通会員／常設審議委員 新宿 

職員               新宿 

推進員・職員      新宿 

農委代表・職員   府中 

 

 

 

全国農委会長代表者集会

（28(木)） 

  １２月 

 

 

 

上 

中 

 

 

地区別職員検討会（西2(月)、南3(火)、区6(金)、 

北西9(月)、北北11（水）、北南16(月)） 

常設審議委員会（17(火)） 

農地流動化・利用集積現地研究会（18(水)） 

職員 

 

常設審議委員       新宿 

農業委員・推進委員・職員 

 

 

 

３２年 

(2020) 

   １月 

 

中

下 

 

常設審議委員会（17(金)） 

冬季地区別検討会(区9(木)､島しょ14(火)新宿、西16(木)

南20(月)､北北22(水)､北南24(金)､北西27(月)） 

組織・活動検討会（30(木)） 

常設審議委員       新宿 

会長・職代・職員 

 

地区協ほか     新宿 

 

 

 

   ２月 

 

 

 

上 

 

中 

下 

農業委員会活動研究会（3(月)） 

組織・活動検討会（6(木)） 

理事会／常設審議委員会／大会運営（14(金)） 

第61回農業委員会・農業者大会（20(木)） 

該当職員(＊)      新宿 

地区協ほか        新宿 

理事／常設審議委員 新宿

農委・職員ほか   昭島 

 

 

 

 

   ３月 

 

上 

中 

主任職員協議会（6(金)） 

通常総会／常設審議委員会（17(火)） 

職員              新宿 

普通会員／常設審議委員 新宿 

都職研役員会（6(金)） 

 

＊地区協＝地区協議会・連合会正副会長 ＊新宿＝ＪＡ東京南新宿ビル、府中＝府中市生涯学習センター 

 

上記日程につきましては、変更する場合もありますのでお含み下さい 

     



平成３１年３月２９日 第３６９号　　（6）東 京 都 農 業 会 議 情 報

 
都
農
業
会
議
は
、
３
月
７
日
に

立
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
農
業

委
員
会
会
長
情
報
連
絡
自
主
研
修

会
を
開
き
、
30
人
の
農
業
委
員
会

長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
農
委
会
の
代

表
者
が
意
見
を
持
ち
寄
り
情
報
交

換
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
今
回

で
４
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
ひ
と
り
３
分
程
度
で
地

域
の
農
業
の
状
況
な
ど
を
ふ
ま
え

な
が
ら
、
農
業
委
員
会
長
と
し
て

日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

問
題
提
起
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

情
報
交
換
で
は
「
青
年
農
業
者

の
農
地
へ
の
執
着
心
、
農
業
生
産

へ
の
意
欲
が
低
下
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
」
な
ど
今
後
の
都
市
農

業
を
心
配
す
る
声
が
あ
る
一
方
で

「
若
い
農
業
者
の
経
営
意
欲
を
伸

ば
す
よ
う
な
制
度
改
正
も
必
要
」

「
自
主
的
な
組
織
へ
の
支
援
で
や

る
気
や
意
欲
を
喚
起
す
る
べ
き
」

　

都
農
業
会
議
と
東
京
都
農
業
経

営
者
ク
ラ
ブ
は
、
３
月
13
日
に
ぎ

ん
な
ん
ネ
ッ
ト
と
の
共
催
に
よ

り
、
Ｊ
Ａ
東
京
南
新
宿
ビ
ル
に
お

い
て
女
性
農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
を
開

き
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
女
性
農
業

者
を
対
象
と
し
て
、
都
市
農
地
に

関
わ
る
相
続
税
納
税
猶
予
制
度
や

生
産
緑
地
制
度
と
い
っ
た
農
地
制

度
や
税
制
に
つ
い
て
、
理
解
を
深

め
る
た
め
の
機
会
と
し
て
開
き
、

都
内
の
女
性
農
業
者
な
ど
30
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
都
農
業
会
議
よ
り
、
特

定
生
産
緑
地
制
度
や
都
市
農
地
貸

借
円
滑
化
法
な
ど
新
し
く
施
行
さ

れ
た
法
制
度
に
つ
い
て
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
と
し

て
参
加
者
を
6
～
7
人
毎
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
、
情
報
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

「
農
業
経
営
に
関
わ
る
重
要
な

法
制
度
に
つ
い
て
理
解
が
深
ま
っ

た
」
と
話
す
参
加
者
も
多
く
、
今

後
も
こ
う
し
た
説
明
会
の
開
催
を

求
め
る
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

日
の
出
町
・
羽
村
市
で
先
進
的
な
施
設
栽
培
を
見
学

施
設
野
菜
経
営
見
学
会
開
く

　

都
農
業
会
議
は
、
３
月
15
日
に

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
と
の

共
催
で
、
日
の
出
町
と
羽
村
市
に

お
い
て
施
設
野
菜
経
営
見
学
会
を

開
き
、
都
内
の
農
業
者
な
ど
45
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
日
の
出
町
の
馬
場

敏
明
さ
ん
の
キ
ュ
ウ
リ
等
の
施
設

栽
培
を
見
学
し
ま
し
た
。
馬
場
さ

ん
は
後
継
者
と
と
も
に
、
３
月
～

11
月
に
か
け
て
共
同
直
売
所
に

キ
ュ
ウ
リ
を
出
荷
し
て
お
り
、
温

度
管
理
な
ど
の
栽
培
技
術
に
つ
い

て
活
発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
約
25
ア
ー
ル
の
施
設

で
土
耕
に
よ
る
ト
マ
ト
を
生
産

し
、
共
同
直
売
所
へ
周
年
出
荷
を

し
て
い
る
日
の
出
町
の
野
口
隆
昭

さ
ん
の
圃
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

７
月
に
定
植
し
、
10
月
～
３
月
ま

で
収
穫
が
続
い
て
き
た
中
玉
ト
マ

ト
を
試
食
し
た
参
加
者
は
、
糖
度

の
高
さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
羽
村
市
の
中
野
峰
雄
さ

ん
の
イ
チ
ゴ
の
施
設
栽
培
を
見
学

し
ま
し
た
。
イ
チ
ゴ
の
苗
作
り
の

施
設
で
は
「
イ
チ
ゴ
は
経
費
と
手

間
が
か
か
る
。
苗
を
購
入
せ
ず
に

自
分
で
育
成
で
き
る
か
ど
う
か
が

重
要
」
と
話
す
中
野
さ
ん
に
、
栽

培
技
術
な
ど
に
つ
い
て
、
参
加
者

か
ら
多
数
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
貴
重
な
生
産

現
場
や
培
っ
た
知
識
や
技
術
を
見

せ
て
も
ら
い
、
勉
強
に
な
っ
た
」

と
見
学
先
の
農
業
者
へ
の
感
謝
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

立
川
市
で
農
委
会
会
長
情
報
連
絡
自
主
研
修
会
を
開
く

農
委
会
長
30
人
が
参
加

と
い
う
都
市
農
政
へ
の
期
待
を
感

じ
さ
せ
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
市
民
へ
農
業
委

員
会
活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
活
動
、
議

員
と
の
見
学
会
・
勉
強
会
な
ど
の

活
動
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

30人の農委会長が参加し情報交換をした

女
性
農
業
者
に
農
地
制
度
や

　
　
　
　
　

税
制
な
ど
に
つ
い
て
の
理
解
の
促
進
を

女
性
農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
開
く

東京都ＧＡＰ認証取得について説明する日
の出町の野口隆昭さんの後継者、雅範さん

グループに分かれフリートークをする参加者

退
職
者
か
ら
の
ひ
と
こ
と

　

昭
和
54
年
４
月
１
日
よ
り

満
40
年
間
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
多
く
の『
農
業
を
愛
し
、

真
剣
に
取
り
組
む
』
農
業
者

と
、
地
域
の
農
業
行
政
に
取

り
組
む
農
業
委
員
会
職
員
の

方
々
に
出
会
い
、
様
々
な
こ

と
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
北
沢
俊
春
）

　　

３
年
間
の
短
い
間
で
し
た

が
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

農
の
雇
用
事
業
を
中
心
に
事

業
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
、

東
京
都
内
の
意
欲
的
な
農
家

の
皆
様
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、

な
ん
と
か
無
事
に
こ
な
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
 
 

（
朝
長
信
次
）




